
〈ＴＡＣ〉無断複写・複製を禁じます。

9

第
１
章
　
建
築
物
に
働
く
力

 

14QH2402 
問題  

図のような梁において、Ｂ点及びＣ点にそれぞれ集中荷重ＰＢとＰＣが作用

する場合、支点Ａに鉛直反力が生じないようにするためのＰＢとＰＣの比と

して、正しいものは、次のうちどれか。 

 

 

 ＰＢ：ＰＣ 

1. １：３ 

2. １：２ 

3. １：１ 

4. ２：１ 

 

 

14AH2402 
解説  正答──３ 

図のように、移動支点をＤ点とすると、Ａ点に鉛直反力が生じないことから、

Ｄ点のモーメントのつり合い条件式

は次式になる。 

∑ＭＤ＝０より、 

ＰＣ×l－ＰＢ×l ＝０ 

ＰＣ＝ＰＢ 

∴ＰＢ：ＰＣ＝１：１ 

解答は３.である。 

 

 

14QH2706 
問題  

図のような剛で滑らない面の上に置いてある剛体の重心に漸増する水平力が

作用する場合、剛体が浮き上がり始めるときの水平力Ｆの重力Ｗに対する比

α 







Ｗ
Ｆ

＝ の値として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、剛体の質

量分布は一様とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 0.25 

2. 0.50 

3. 0.75 

4. 1.00 
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14AH2706 
解説  正答──２ 

剛体が浮き上がり始めるとき、剛体に働く外力は次図のとおりであり、浮き

上がり回転の中心はＡ点である。 

剛体が浮き上がる条件はΣＭＡ≧０である。 

ΣＭＡ＝(Ｆ×４a)－(Ｗ×２a)≧０ 

∴
Ｆ
Ｗ

≧
a
a

２

４
＝0.5 

したがって、正答は２である。 

 

解　説

正答 2


